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*  本研究は平成 22 年度一橋大学経済研究所共同利用共同研究拠点プロジェクト研究「ロシア・
CIS  におけるジェンダー状況と家計の居住環境・出生行動のミクロデータ分析」（研究代表：五十
嵐徳子）による成果の一部である． 
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  本サーベイは 2010 年 6 月－8 月にかけて実施した．五十嵐が 2010 年 5 月にアンケート調査票
素案を作成し，Sergei Ryazantsev ロシア科学アカデミー社会政策研究所教授及び雲との議論を通
じてその修正を行った調査票決定版を 2010 年 6 月に完成させた．雲と五十嵐が Ryazantsev 教授
を介して，モスクワに 20 年以上在住しているタジク人である同研究所の Akramov 博士候補並びに
タジキスタン国立フジャンド大学Azimov教授に調査を依頼した．調査を実施したのはAkramov博
士候補及び Azimov 教授，Azimov 教授の指導するタジキスタン国立フジャンド大学大学院生（女
性），そして五十嵐並びに雲である． 
  被験者数は 40 名である．うちタジキスタン・ドゥシャンベにて 12 名（30%），タジキスタン・フジャン
ドにて 28 名（70%）に対する聞き取りを行った．フジャンド内被験者の地区別内訳は，Bobodzhon 
gafur 地区 4 名，Spitamen 地区 3 名，Dzhabbor Rasul 地区 2 名，Kanibodam 地区 5 名，Isfar 地区







i.  自身はこれまでに 1 度も海外で働いたことがなく，その夫は現在あるいは 2009 年 6 月以
降に 1 ヶ月以上海外で働いたことがある，という女性．14 名．（35%） 
ii.  自身はこれまでに 1 度も海外で働いたことがなく，その夫も一度も海外で働いたことがな
い，という女性．13 人．（32.5％） 
iii.  自身が現在あるいは 2009年 6 月以降に1 ヶ月以上海外で働いたことがあり，その夫も現
在あるいは 2009 年 6 月以降に 1 ヶ月以上海外で働いたことがある，という女性．6 人．（15％） 
iv.  自身が現在あるいは 2009 年 6 月以降に 1 ヶ月以上海外で働いたことがあり，その夫は
一度も海外で働いたことがない，という女性．3 人．（7.5％） 
v.  離婚した女性あるいは未亡人．4 人．（10％） 
  被験者の年齢について言及しておくと，30 歳未満が 19 人で 47.5％を構成する．30 歳以上が 21
人で 52.5％を構成している． 
また現状把握を客観化することを目的として，40 名の被験者以外に，地域の（Jamoat）役所にお
                                                  
1  Basic Information Document: Tajikistan Living Standards Measurement Survey 2007, World Bank, 
July 2008 や Tajikistan Living Standards Survey 2009: Notes for Users, World Bank, May 2010，並
びに UNICEF Website 内 http://www.childinfo.org/mics3_surveys.html 等を参照．  3
国／年 1940 1945 1950 1960 1970 1980 1990 1995 2000 2005 2006 2007 2008 2009
ソ連 39 56 47 47 51 51 51 - - - - - - -
  ロシア 41 59 50 50 53 53 52 48 48 49 49 49 48 49
  ウズベクスタン 31 49 40 39 41 41 43 43 44 48 49 49 49 49
  カザフスタン 30 51 40 38 47 49 49 47 48 48 48 49 49 49























表１  全就業者に占める女性の割合（％） 
出所： Pockney  (1991);  Содружество независимых государств в 1996 году (1997); Содружество 
незавиcимых государств в 2003 году (2004); Содружество незавиcимых государств 2009 (2010)
より筆者作成． 
 
  表１は旧ソ連諸国の 1940 年から直近時点までの全就業者の中で女性が占める割合を示してい
る．タジキスタンの女性の就業状況を理解するために，ロシア及び中央アジアにあるウズベキスタン，
カザフスタンのデータも提示した．これによると，1940 年の統計では，女性の就業者は，タジキスタ
ンのみが 3 割未満であり，その他は 3 割以上 4 割強である．しかし，第 2 次世界大戦によって男性
                                                  


































                                                  
3 Lubin  (1981)． 
4  黒崎（2006）． 





6  Темкина (2008), p.108.  5








































































                                                  
7  五十嵐（2009）． 




































                                                  
9  Темкика (2008), p.116. 
10  最近のタジキスタンにおけるジェンダー研究の中でもしばしば，「ゆらぎ」の背景にある，いわゆ
る家父長的な傾向と，近代化の傾向の２つの傾向が見られると指摘されている（Темкика, 2008, 




































                                                  












































































                                                  
14  五十嵐（2009），p.28. 







たり 1 台の普及が見られる一方，タジキスタンではその普及率は非常に低く，2006-2007 年で 3％，
2008 年が 4％，2009 年でも 5％となっているのである（表３）． 
 
表２  冷蔵庫の普及（100 世帯に対する台数） 
国／年 1990 1995 2000 2005 2006 2007 2008 2009
ロシア 95 116 113 117 118 119 121 123
アゼルバイジャン 83 65 89 100 101 102 102 102
キルギス 82 48 33 31 32 32 32 33
タジキスタン 74 54 37 23 19 19 20 21
アルメニア 81 86 85 87 87 83 
出所：Содружество  независимых  государств  в 1996 году (1997); Содружество  незавиcимых 
государств в 2003 году (2004); Содружество независимых государств в 2009 году (2010)より筆
者作成． 
 
表３  洗濯機の普及（100 世帯に対する台数） 
国／年 1990 1995 2000 2005 2006 2007 2008 2009
ロシア 77 100 98 97 99 100 100 101
アゼルバイジャン 51 47 55 60 60 61 61 55
キルギス 86 76 58 49 50 50 50 51
タジキスタン 5 9 3 2 3 083345
アルメニア 95 72 70 73 74 79 
出所：Содружество  независимых  государств  в 1996 году (1997); Содружество  незавиcимых 











                                                  
16  Вестник статистики, 1992, p.54 
17  五十嵐，1998，pp.110-119．  12
表４  掃除機の普及（100 世帯に対する台数） 
国／年 1990 1995 2000 2005 2006 2007 2008 2009
ロシア 51 77 82 84 87 88 89 92
アゼルバイジャン 34 28 36 47 48 50 53 55
キルギス 35 30 20 15 22 16 16 17
タジキスタン 2 2 2 8855689
アルメニア 51 36 37 41 43 57 
出所：Содружество  независимых  государств  в 1996 году (1997); Содружество  незавиcимых 
государств в 2003 году (2004); Содружество независимых государств в 2009 году (2010)より筆
者作成． 
 
































































































   
「私が家でするのは家事と子育てです，夫は買い物をします．家事は夫も手伝ってくれま 15













     「女性の仕事と見なされるような家事は全て家では私がしています．週ですと 20
時間くらいかかっています．夫は家畜の世話をしてくれる程度です．家事は女性
の第 2 の仕事だと思います．別にこういう言い方が差別だとは思いません．子育
てについては夫婦 2 人ともが一緒にやっていることで，私だけではありません」 ．  







なければなりません」 （ディルバル、５２歳、コック） 。 
 




解決すればいいのではと思っています． 」 （ガヴハロイ、22 歳、専業主婦）. 
 
「家事や育児にかける時間はだいたい週に 36 時間くらいです．家事が女性の第 2
の仕事であるということが差別だとは思いません．女性はどちらにしても働くで
しょう．子育ては私がしていますが，理想としては２人で子育てをすることです
ね」 ． （マジナ、26 歳、専業主婦）  16
 




































                                                  
18  五十嵐（2009） p.29. 
19  Астанова (1977), p.126. 
20  Тюрин (1962), p.5. 


































                                                  
22  Тюрин (1962), p.6. 
23 2010 年 8 月 17 日タジキスタン共和国・ドゥシャンベ市郊外にて聞き取り． 
24  「子供を何人作るか，ということを決めたのは夫です」（ディロヴァル，31 歳，技術者）；  「子供の
数を決めたのは主に夫でした」（アムラ，29 歳，専業主婦）；  「子供の数を決めたのは元夫でした」




ング調査である Multiple Indicator Cluster Surveys（MICS）を用いて検討を進めたい
26． 












表５にはタジキスタン MICS Round 3（2005 年実施）により得られた避妊手段に関する回答のみを
取り上げるが，この状況は他の旧ソ連諸国，即ちウクライナ・キルギス・カザフスタン等の MICS 


















                                                  
26 MICSのサーベイデザイン  についてはhttp://www.childinfo.org/mics3_surveys.html  に詳しい．
ミクロデータを提供してくれた UNICEF に感謝する． 
27  国により，2000 年または 2006 年に実施されている場合もある． 
28 http://demoscope.ru/weekly/2003/0123/analit02.php; David P. H, Reichenbach L., Savelieva I., 
Vartaperova N. and Potemkina R. (2007).; Visser A.Ph., Pavlenko I., Remmenick L., Bruyniks N. 
and Lehert P. (1993). 
29 http://demoscope.ru/weekly/2003/0123/analit02.php.  
30  Темкина(2008), p.125. 
31 2011年3月8日スミルノーワ，T.B.（ロシア連邦・サンクトペテルブルク市在住60 歳代女性）への
聞き取り．  19


































ドゥシャンベ 62.3 0.4 - 3.5 29.4 0.6 - 1.9 - - 1 0.5 0.2
ハトロン 64.9 0.3 - 1.9 24.3 3.8 0.1 0.6 - - 3.8 - 0.3
ソグド 53.7 0.7 1 2.4 28.2 2 - 2.7 - - 4.9 0.5 3.7
共和国直轄地 71.1 - - 1.1 24.8 1.6 - 0.6 0.1 0.2 0.3 0.3 -
山岳バタフシャン 60.8 - - 3.4 31.1 3.7 - 0.8 - 0.3 - - -
地域
都市部 57.6 0.6 - 2.7 29.8 2 0.1 2.7 - - 1.7 0.7 1.7
農村部 63.7 0.3 0.5 1.8 25 2.6 - 0.9 - 0.1 3.6 0.1 1.3
教育水準
無し 86.1 - - 2 4.9 0.5 - - - - 6.4 - -
初等 75.3 - - - 13.2 2.6 - - - - 7.1 - 1.8
不完全中等 70.1 0.5 0.1 1.7 20.7 1.5 - 1 - 0.1 3.3 0.2 0.6
完全中等 61 0.3 0.5 1.8 27.6 2.7 - 1.2 - - 2.9 0.3 1.6
中等特別 53 0.8 - 2.8 32.8 3.1 - 1 - - 3.6 0.4 2.6
高等 49.3 0.6 - 5.2 31.8 1.9 0.5 6 0.3 - 0.5 1.1 1.3 
出所：MICS 3 より筆者算出．サンプルは 6,245 人の再生産年齢（15～49 歳の）女性． 
 


































ドゥシャンベ  39.7    29.4    40.6    28.5    28.6  
ハトロン  66.1    65.2    76.8    57.6    47.7  
ソグド  66.4    62.5    69.6    43.2    44.0  
共和国直轄地  60.2    62.2    64.0    49.1    42.7  
山岳バタフシャン  52.4    56.9    56.0    38.4    45.8  
地域        
都市部  53.0    50.8    60.1    38.9    36.7  
農村部  66.0    64.2    71.1    51.3    46.4  
教育水準        
無し  71.8    70.5    78.4    49.0    43.4  
初等  74.9    70.9    82.9    62.6    58.0  
不完全中等  66.3    64.3    72.0    53.8    46.3  
完全中等  65.0    63.5    70.1    49.4    46.0  
中等特別  54.3    47.7    59.8    37.7    34.6  
高等  28.9    28.6    38.0    21.1    19.8    
出所：MICS 3 より筆者算出．サンプルは 6,245 人の再生産年齢女性． 
 












キルギス 都市部 13.1 17.1 14.5 6.5 6.1
農村部 26.3 26.4 34 11.7 15.4
カザフスタン 都市部 2.5 7 4.2 1.5 1.9
農村部 2.4 7.3 4.4 1.7 1.7
グルジア 都市部 1.3 4.5 1.5 1 0.7
農村部 2.4 7.5 3.5 1.7 1.5  
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